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 公益社団法人 国土緑化推進機構の主催する「平成２６年度全国育樹活動コンクール」において、

木更津市真里谷の江澤貞雄氏（エザワフルーツランド代表）が、林野庁長官賞を受賞しました。 

 江澤氏は、ブルーベリー栽培における新技術の開発及び普及に尽力し、森林を切りひらいたとこ

ろにブルーベリーを植えるといった、いわゆる「林業と農業のコラボレーション」を展開しながら、

周辺森林の活用や整備を行ってきましたが、今回、この取組みが評価され受賞につながりました。 

 なお、平成２６年１０月１２日（日）、山形県金山町「山形県遊学の森」で開催予定の「第３８

回全国育樹祭」式典行事において、皇族殿下の御臨席のもと、表彰が行われる予定です。 
 

◆受賞についての概要 

１ コンクール名    平成２６年度 全国育樹活動コンクール 

２ 受賞した賞    林野庁長官賞 

３ 受 賞 者    江澤 貞雄氏 

４ 受 賞 内 容    ブルーベリー栽培の新技術開発及び林業と農業のコラボレーションに 

            よる「新しい林業のかたち」の提案 
 

◆式典行事の概要 

１ 開 催 日 時    平成２６年１０月１２日（日） 

２ 開 催 場 所    山形県金山町「山形県遊学の森」 

３ 名 称    第３８回全国育樹祭 式典行事 

４ 主    催    公益社団法人 国土緑化推進機構・山形県 
 

◆受賞者プロフィール 

 江澤 貞雄（エザワ サダオ） 

 昭和２２年、千葉県生まれ。東京のデザイン専門学校を卒業後、広告代理店に就職したが、２７

歳の時に実家を継ぐために木更津市に戻る。以降２３年間、農協の営農指導員として活躍する。ブ

ルーベリーによる地域振興を決意して平成９年、５０歳で農協を退職。自ら専業農家としてエザワ

フルーツランドを設立した。現在、木更津市観光ブルーベリー園協議会会長、日本ブルーベリー協

会副会長、地域特産物マイスター、木更津ロータリークラブ会長。 
 

  
 

江澤貞雄氏が全国育樹活動コンクールで林野庁長官賞を受賞！ 

 本件に関するお問い合わせ 
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